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議 案
第 110 号

仙北市記号式投票に関する条例を廃止する条例制定
について 12/20 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議 案
第 111 号 令和元年度仙北市一般会計補正予算（第 4 号） 12/20 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反

議 案
第 124  号 令和元年度仙北市一般会計補正予算（第 5 号） 12/20 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 欠 反 賛 賛 賛 賛 賛 反

請 願
第  3  号

仙北市角館下延「大瀬蔵野橋」架け替え工事費用
見直しを求める請願 12/20 不採択 反 反 反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 反 賛 反 反 賛

議 員 提 出
議案第 7 号

意見書の提出について（医師養成定員を減らす政
府方針の見直しを求める意見書） 12/20 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 欠 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛

議員提出議案
第  1 0  号

意見書の提出について（若い人も高齢者も安心で
きる年金制度の実現を求める意見書） 12/20 可決 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 欠 反 反 賛 賛 反 賛 賛

議員提出議案
第  1 2  号

秋田市新屋への地上イージス配備反対の決議につ
いて 12/20 否決 反 反 反 反 反 反 反 反 反 欠 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 :賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 令和元年 第6回 仙北市議会定例会（招集日：11/29　最終日：12/20）

本会議・予算常任委員会　12月定例会で審議された補正予算

～
本
会
議
・
予
算
委
員
会
で
の
質
疑
～

条
件
不
利
農
地
を
担
う
経
営
支
援
隊
補
助
金
に
つ
い
て
問
う

質
問　

こ
の
補
助
金
の
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答
弁　

県
が
１
０
０
％
補
助
す
る
事
業
で
、
担
い
手
が
秋
田
県
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
、条
件
が
不
利
な
農
地
を
借
り
受
け
、

生
産
規
模
拡
大
や
、
農
地
の
保
全
に
取
り
組
む
場
合
に
支
援
す
る

制
度
で
あ
る
。
交
付
対
象
者
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
心

経
営
体
で
あ
る
個
人
・
法
人
で
、
市
町
村
長
が
条
件
不
利
と
認
定

し
た
農
地
を
、
機
構
活
用
で
原
則
10
年
以
上
借
り
受
け
る
農
業
者

が
対
象
で
あ
る
。
対
象
期
間
は
１
月
か
ら
12
月
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

交
付
額
は
平
成
31
年
度
ま
で
に
貸
付
さ
れ
た
対
象
農
地
が
、
初
年

度
10
ａ
あ
た
り
１
万
円
、
次
年
度
以
降
は
５
千
円
と
な
る
。

　

平
成
31
年
4
月
以
降
に
機
構
か
ら
貸
付
さ
れ
た
農
地
に
つ
い
て

は
、
面
積
で
は
な
く
小
作
料
を
交
付
単
価
と
す
る
こ
と
と
し
、
上

限
が
1
万
円
と
な
る
。
こ
の
他
、
一
般
支
援
タ
イ
プ
と
し
て
水
稲

作
付
の
場
合
は
、
１
年
目
は
１
万
円
、
２
年
目
以
降
は
交
付
し
な

い
。
ま
た
、
借
り
受
け
た
後
に
、
水
田
の
条
件
整
備
を
し
た
場
合

に
は
、さ
ら
に
5
千
円
加
算
す
る
と
い
う
手
厚
い
処
理
も
さ
れ
る
。

民
間
団
体
で
も
法
人
登
録
さ
れ
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
認
定
さ
れ

て
い
れ
ば
交
付
対
象
に
な
る
。

国
保
税
率
の
減
額
改
正 
そ
の
内
容
を
問
う

質
問　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
令
和
2
年
度
か
ら
の
国
保
税
に

つ
い
て
、
均
等
割
額
6
千
円
、
平
等
割
額
2
千
円
を
引
下
げ
る
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
被
保
険
者
1
人
あ
た
り
の
負
担
額
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
の
残

高
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

税
率
改
正
に
よ
っ
て
１
人
あ
た
り
課
税
額
は
令
和
元
年

度
の
８
３
，
６
５
５
円
か
ら
７
８
，
９
４
９
円
と
な
り
、
４
，

７
０
６
円
の
減
額
と
な
る
。
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
平
成

28
年
度
、
1
億
１
，
１
０
０
万
円
、
平
成
29
年
度
、
2
億
１
，

１
０
０
万
円
、
平
成
30
年
度
、
3
億
６
，
２
０
０
万
円
と
増
加
し

て
き
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
経
営
努
力
に
努
め
基
金
を

維
持
し
て
い
く
。
当
面
は
税
率
改
正
を
行
わ
な
く
と
も
よ
い
と
考

え
る
が
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

主
な
内
容

ふるさと納税ふるさと便事業費 2億1,890万円 ふるさと納税寄附金の増額に伴う報償費
等の追加

ふるさと仙北応援基金積立金 3億4,999万円 ふるさと納税寄附金の増額に伴う積立金
の追加

個人番号カード利用環境整備事業費 183万円 マイナンバーカードを活用して消費活性
化を図る為のＩＤ設定支援業務委託料

地域生活支援事業 254万円 生活支援サービス利用者数の増に伴う委
託料の追加

条件不利農地を担う経営体支援事業
費補助金

165万円 条件が悪い農地を借り受ける担い手に対
する経営支援

多面的機能支払交付金事業 716万円 地域組織の活動面積の増及び過年度分活
動事業費の確定に伴う返還金の確保

中小企業活性化支援事業費補助金 420万円 補助対象事業の増に伴う補助金の追加
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